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進
む
規
制
の
整
備

　
２
０
１
９
年
７
月
、
欧
州

保
険
・
企
業
年
金
監
督
局

（
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ａ
）
は
、
欧
州

委
員
会
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
一

環
と
し
て
、
保
険
会
社
に
よ

る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
へ
の
業
務
委
託
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
草
案
を
公

表
し
た
。
市
場
参
入
企
業
に

対
し
て
明
確
で
透
明
な
基
準

を
提
供
し
、
監
査
標
準
を
共

通
化
す
る
こ
と
で
、
保
険
会

社
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
規
制
当
局
は
従

来
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
面
か

ら
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
は
消

極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
き
た

が
、
最
近
の
積
極
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
設
定
の
動
き
は
、

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
保

険
業
界
の
今
後
の
成
長
に
お

け
る
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
こ

う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の

準
拠
状
況
を
公
開
し
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
面
で
不
安
を
抱
え

が
ち
な
利
用
者
へ
の
透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ

ウ
ド
利
用
促
進
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

　
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｂ

ａ
Ｆ
ｉ
ｎ
（
ド
イ
ツ
連
邦
金

融
監
督
庁
）
が
金
融
機
関
に

お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
積

極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
20
年
１
月
に
は
、
Ｂ
Ｓ

Ｉ
（
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
庁
）
が
「
ク
ラ
ウ

ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
準
カ
タ

ロ
グ 

（
Ｃ
５
）
」
の
最
新
の

改
訂
版
を
発
表
し
、
Ｂ
ａ
Ｆ

ｉ
ｎ
も
こ
れ
に
追
従
す
る
か

た
ち
と
な
る
。
こ
の
改
訂
版

に
は
、
19
年
に
施
行
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
法
の
規
制
や
要
件
の
他
、

ク
ラ
ウ
ド
ユ
ー
ザ
ー
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
、
監
査
人
の
経
験

則
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
ク

ラ
ウ
ド
導
入
に
欠
か
せ
な
い

懸
念
事
項
で
あ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
問
題
を
カ
バ
ー
す
る
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
保
険
協
会

は
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
専
門
家
、
大
手
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
協

力
し
、
保
険
業
に
欠
か
せ
な

い
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基

盤
を
備
え
た
Ｔ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
（T

r

u
sted G

erm
an In

su

ran
ce C

lou
d

）
を
開
発

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

将
来
的
に
Ｅ
Ｕ
全
体
で
金
融

機
関
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る

た
め
に
共
通
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。ク

ラ
ウ
ド
の
利
用

状
況

　
ガ
ー
ト
ナ
ー
社
の
調
査
に

よ
る
と
、
欧
州
全
体
で
ク
ラ

ウ
ド
の
利
用
は
ま
だ
18
％
で

は
あ
る
が
、
そ
の
数
字
は
確

実
に
伸
び
続
け
て
い
る
。
非

常
に
高
い
安
全
性
・
信
頼
性

が
求
め
ら
れ
る
保
険
業
界
で

は
、
数
年
前
ま
で
、
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
以
外
の
一
部
シ
ス

テ
ム
の
み
を
ク
ラ
ウ
ド
移
行

す
る
保
険
会
社
が
多
か
っ

た
。
現
在
で
は
、
徐
々
に
で

は
あ
る
が
、
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
の
ク
ラ
ウ
ド
移
行
で
大
々

的
な
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
遂
げ

よ
う
と
す
る
保
険
会
社
が
増

え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
機

密
性
を
保
ち
な
が
ら
利
便
性

を
向
上
す
る
た
め
に
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
を
併
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド

の
活
用
も
進
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
、
ア
ク
サ
グ
ル
ー

プ
は
、
既
存
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
の
刷
新
、
Ａ
Ｉ
や
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
導
入
と
活
用
、
そ

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
他
拠
点

と
の
連
携
を
目
的
に
、
数
年

前
よ
り
全
社
的
な
ク
ラ
ウ
ド

導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ａ
Ｗ
Ｓ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ａ
ｚ
ｕ

ｒ
ｅ
、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｈ
ａ
ｔ
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ

と
い
っ
た
主
要
ベ
ン
ダ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド
戦
略

で
、
60
カ
国
以
上
に
ま
た
が

る
30
万
以
上
の
サ
ー
バ
ー
と

７
０
０
０
以
上
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ウ
ド
移
行

を
進
め
て
い
る
。
ア
リ
ア
ン

ツ
保
険
会
社
は
、
昨
年
末
に

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
の
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

発
表
し
た
。
す
で
に
19
カ
国

で
約
６
０
０
０
万
件
の
保
険

契
約
を
管
理
し
て
い
る
ア
リ

ア
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ス

テ
ム
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
の
主
要
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ

ｅ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
に
移
行

し
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
コ
ア
の
一
部
を

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
化
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
の
相
互
保
険

会
社
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
欧
州

お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
初
め

て
、
Ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ
ｗ
ｉ
ｒ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
に
よ
る
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
導
入
の
決
定
を

発
表
し
た
。
レ
ガ
シ
ー
シ
ス

テ
ム
の
刷
新
の
ほ
か
、
ホ
ワ

イ
ト
ラ
ベ
ル
を
活
用
し
た
新

た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

拡
大
な
ど
を
見
据
え
た
大
規

模
な
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
を
目
指

す
。

  

さ
ら
に
欧
州
で
は
、
英

国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
イ
ン
シ

ュ
ア
テ
ッ
ク
の
動
き
が
活
発

だ
。
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
企

業
は
、
保
険
会
社
の
よ
う
な

レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
が
足
か

せ
と
な
る
こ
と
が
な
く
、
ク

ラ
ウ
ド
活
用
の
け
ん
引
役
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
北
欧
諸
国
は
、
他
の
欧
州

国
に
比
較
す
る
と
よ
り
早
期

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
積
極

的
な
姿
勢
を
見
せ
て
き
た
。

先
の
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ａ
は
、
も
と

も
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
金
融
監

督
機
関
が
他
諸
国
に
先
立
ち

定
め
た
ク
ラ
ウ
ド
利
用
の
指

針
の
原
則
を
基
準
に
し
て
い

る
。
リ
サ
ー
チ
専
門
の
Ｒ
ａ

ｄ
ｅ
ｒ
社
に
よ
る
「
ク
ラ
ウ

ド
成
熟
度
指
数
」
で
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
そ
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
公

共
機
関
お
よ
び
民
間
企
業
の

ク
ラ
ウ
ド
利
用
度
、
そ
し
て

ク
ラ
ウ
ド
戦
略
の
活
用
と
効

果
的
な
運
用
が
で
き
て
い
る

か
を
成
熟
度
と
し
て
数
値
化

し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
成
熟

度
の
高
さ
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の

利
用
範
囲
が
広
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
「
何
を
」

「
ど
こ
に
」
使
う
か
を
適
切

に
見
極
め
ク
ラ
ウ
ド
の
利
点

を
生
か
し
て
い
る
こ
と
を
指

す
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
金

融
機
関
は
ど
の
産
業
よ
り
も

ク
ラ
ウ
ド
成
熟
度
が
高
い
。

も
と
も
と
金
融
セ
ク
タ
ー
が

Ｉ
Ｔ
主
導
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
長

く
、
そ
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定

と
運
用
を
し
て
い
る
た
め
、

と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
導
入
の
壁

　
当
社
の
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ

ウ
ド
移
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

経
験
か
ら
、
顧
客
の
ク
ラ
ウ

ド
導
入
に
お
け
る
懸
念
事
項

に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ

る
。

　
①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
：
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
以
前
と
比
較
す

る
と
ク
ラ
ウ
ド
提
供
事
業
者

側
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
向
上

し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、

組
織
と
し
て
法
令
順
守
の
観

点
か
ら
何
を
ど
こ
か
ら
ク
ラ

ウ
ド
に
移
行
す
る
か
を
慎
重

に
吟
味
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
に
適
応
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
会
社
を
正
し
く
選
択

す
る
こ
と
だ
。

　
②
導
入
コ
ス
ト
：
ク
ラ
ウ

ド
導
入
自
体
が
コ
ス
ト
削
減

に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
ク
ラ
ウ
ド
利
用
環
境
の

構
築
に
は
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス

運
用
よ
り
高
額
な
費
用
が
掛

か
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
、
長
期
的
な
視
野
か
ら
み

た
運
用
コ
ス
ト
、
今
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
よ
う
な
不

測
事
態
時
へ
の
柔
軟
性
、
ク

ラ
ウ
ド
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ

ま
な
バ
リ
ュ
ー
な
ど
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
の

利
点
を
考
慮
し
、
費
用
対
効

果
を
判
断
す
る
べ
き
だ
。

　
③
ク
ラ
ウ
ド
人
材
：
ベ
ン

ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
を
避
け
ク

ラ
ウ
ド
を
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
、
組
織
内
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
い
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
と
の
折

衝
、
導
入
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

と
利
用
方
法
の
決
定
な
ど
が

可
能
な
調
整
役
の
よ
う
な
人

材
も
必
要
だ
。
先
に
紹
介
し

た
大
手
保
険
グ
ル
ー
プ
の
例

で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ブ
ロ
ー
カ

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
各

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
立

し
、
グ
ル
ー
プ
間
で
の
知
識

譲
渡
を
促
進
し
て
い
る
。
現

行
の
人
材
に
不
足
が
あ
る
場

合
は
、
ク
ラ
ウ
ド
に
熟
知
し

た
パ
ー
ト
ナ
ー
を
利
用
し
、

社
内
育
成
を
奨
励
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。

　
④
変
革
管
理
：
ク
ラ
ウ
ド

導
入
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、

技
術
的
な
移
行
処
理
に
加

え
、
社
内
の
業
務
モ
デ
ル
の

変
革
が
必
要
に
な
る
。
経
営

陣
や
主
要
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
強
力
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
の
下
、
組
織
変
革
を
導
く

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
⑤
既
存
の
レ
ガ
シ
ー
シ
ス

テ
ム
：
老
朽
化
し
た
シ
ス
テ

ム
は
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増

大
や
ビ
ジ
ネ
ス
要
件
へ
の
対

応
の
遅
れ
を
招
く
だ
け
で
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
に

導
入
す
る
ク
ラ
ウ
ド
や
新
Ｉ

Ｔ
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用

す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
欠
け

る
。
当
社
で
は
特
に
、
デ
ジ

タ
ル
変
革
を
望
む
顧
客
に
お

い
て
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
と
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
に
は

も
ち
ろ
ん
、
コ
ス
ト
の
ほ

か
、
抜
本
的
な
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
考
案
と
い
っ
た
多
大

な
努
力
を
伴
う
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
や
業
務
効
率
化
が
実
現

可
能
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
重

要
な
の
は
、
Ｉ
Ｔ
と
業
界
ビ

ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
セ
ス
や
慣
習

の
双
方
を
熟
知
し
、
各
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
生
か
し
方
、

変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理

手
法
、
必
要
な
知
識
と
ノ
ウ

ハ
ウ
の
譲
渡
が
可
能
な
第
三

者
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
る
こ
と

だ
。最

後
に

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
、

ク
ラ
ウ
ド
需
要
に
さ
ら
に
追

い
風
を
吹
か
せ
る
こ
と
と
な

り
そ
う
だ
。
保
険
業
界
で

も
、
現
行
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略

に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態

に
も
柔
軟
に
機
能
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
や
販

売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
チ
ャ

ネ
ル
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
予
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

が
各
国
で
進
む
中
、
保
険
業

界
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
デ
ー
タ
を
利

活
用
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド

利
用
は
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

だ
ろ
う
。
今
後
の
論
点
は
、

ク
ラ
ウ
ド
か
否
か
で
は
な
く

ク
ラ
ウ
ド
を
ど
こ
か
ら
ど
の

よ
う
に
導
入
し
て
い
く
か
と

な
り
、
そ
の
点
を
見
極
め
る

こ
と
が
、
ク
ラ
ウ
ド
の
恩
恵

を
受
け
る
た
め
の
核
心
と
な

る
だ
ろ
う
。

進
む
保
険
業
界
で
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用

ソ
ラ
ー
ズ  

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
ミ
ハ
ウ
・
ト
ル
ヒ
ム
チ
ュ
ク  

代
表

保
険
業
界
の
デ
ジ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
～
欧
州
の
事
例
か
ら
～
④

　【
ミ
ハ
ウ
・
ト
ル
ヒ
ム

チ
ュ
ク
氏
】
Ｓ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ

ｒ
ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ
社
代
表
。
２
０
０

０
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ

ル
シ
ャ
ワ
で
金
融
・
保
険

業
界
を
対
象
と
し
た
デ
ジ

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
同

社
を
創
業
。
現
在
は
欧

州
、
米
国
の
ほ
か
、
世
界

各
国
の
保
険
会
社
や
金
融

機
関
を
支
援
し
て
い
る
。

従
業
員
数
は
全
世
界
で
約

６
０
０
人
。
18
年
に
は
、

初
の
欧
州
外
の
拠
点
と
な

る
日
本
支
社
を
設
立
。

　
保
険
業
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
保
険
会
社
に
は
Ｉ
Ｔ
資
産
の
ク
ラ

ウ
ド
化
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
ク
ラ
ウ
ド
の
メ
リ
ッ

ト
は
広
く
認
知
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
が
最
重
要
視
さ
れ
る
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金
融

情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
の
安
全
対
策
基
準
の
改
正
や
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
安
全
基
準
へ
の
準
拠
状
況
を
公
開
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
が
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
三
大
メ
ガ
バ
ン
ク
の
ク
ラ
ウ
ド

導
入
も
、
保
険
業
界
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用
促
進
に
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
。
ク
ラ
ウ
ド

利
用
の
目
的
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減
や
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
は

な
く
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
や
Ｃ
Ｘ
の
向
上
と
い
っ
た
攻
め
の
戦
略
に
シ
フ
ト
し
て

き
て
い
る
。
と
は
い
え
、
国
内
の
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
領
域
は
ま
だ
限
定
的
で
、
欧
米

の
よ
う
に
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
も
含
め
た
全
社
的
な
ク
ラ
ウ
ド
化
へ
の
取
り
組
み
に
は

ま
だ
時
間
を
要
す
る
よ
う
だ
。
欧
州
の
金
融
機
関
で
も
、
厳
格
な
規
制
や
保
守
的
な

組
織
構
造
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
対
し
て
は
比
較
的
消
極
的
な
姿
勢
が
取
ら
れ

て
き
た
。
現
在
は
、
業
界
自
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
欧
州
全
体
で
ク
ラ
ウ
ド
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
単
位
ま
た
各
国
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
進
ん
で
い

る
。
大
手
保
険
会
社
の
大
掛
か
り
な
ク
ラ
ウ
ド
移
行
へ
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
）
の
影
響
を
受
け
、
ク
ラ
ウ
ド
の
必
要
性
は
欧
州
で
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
認
識
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
欧
州
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
関
す
る
昨
今
の
動
き
を
事
例
を

交
え
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。


